
 

いまふく・しんいち 
 

広島県会議員、福山市会議長、弁護士 

 

経 歴 

生：明治１６年（１８８３年）１１月１日、仙台市生まれ 

没：昭和１５年（１９４０年）２月１５日、享年５７歳 

明治３４年（１９０１年） １７歳 広島県第二中学校（誠之館）卒業 

－ － 第六高等学校卒業 

明治４４年（１９１１年） ２７歳 東京大学独逸法律科卒業 

明治４４年（１９１１年） ２７歳 九州炭礦汽船株式会社庶務課長 

大正５年（１９１６年） ３２歳 帰郷、弁護士開業 

大正９年（１９２０年） ３６歳 福山市会議員、爾来５回当選 

大正１１年（１９２２年） ３８歳 義倉財団監事に就任 

大正１２年（１９２３年） ３９歳 広島県会議員、県参事会員 

大正１５年（１９２６年） ４２歳 福山学生会福山支部長 

昭和４年（１９２９年） ４５歳 福山商工会議所顧問 

昭和５年（１９３０年） ４６歳 福山信用組合幹事 

昭和６年（１９３１年） ４７歳 福山西尋常小学校後援会会長 

昭和６年（１９３１年） ４７歳 福山誠之館中学校助成会会長 

昭和６年（１９３１年） ４７歳 福山誠之館中学校同窓会評議員 

昭和７年（１９３２年） ４８歳 福山市会副議長 

昭和１０年（１９３５年） ５１歳 義倉財団理事長 

昭和１１年（１９３６年）９月１０日～ 

 昭和１５年（１９４０年）２月１５日 

５２～ 

５６歳 
福山市会議長 

 

 

生い立ちと学業、業績 

広島県士族今福辰男の長男として仙台に生れた。 

明治３４年（１９０１年）広島県第二中学校（誠之館）を卒え、六高を経て東大へ入学、明治４４



年（１９１１年）独法科を卒業。 

 

同年九州炭鉱汽船株式会社に入社、大正５年（１９１６年）福山に帰り弁護士開業。 

大正９年（１９２０年）以降福山市議会議員当選５回、大正１１年（１９２２年）義倉財団監事に、

大正１２年（１９２３年）県会議員に当選参事会員となる。 

 

其の他福山学生会福山支部長、福山商工会顧問、信用組合監事、西小学校後援会長、誠

之館中学校助成会長、誠中同窓会評議員に推される。 

昭和７年（１９３２年）福山市会副議長、昭和１１年（１９３６年）議長に当選。 

在職中昭和１５年（１９４０年）２月逝去、５７歳。 

 

出典１『備後先覚者名鑑（郷土を創った人々）』３頁、備後文化出版社刊、昭和３５年６月 

出典２『福山学生会雑誌（第６２号）』１６５頁、福山学生会刊、大正１５年７月１２日 
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